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【会長の時間】 山田 利明
皆さん、こんにちは。外へ出

ると暖かいですが、家の中では
まだまだ寒いです。ここ幾日か
は暖かくなるという予報です。
会長の時間という事で、夢を

語ろうという事ですが、私には
実現不可能ですが、核融合発電
に興味があります。どういう仕
組みで、電気が起きるか、資源
が出来るかと。今、ＣＯ２を出さないよう努力
しています。ソーラー、風力発電などあります。
無尽蔵に熱を作れる核融合発電がありますが、

日本でも研究されています。炉の温度を１億４
千万度、太陽が持っている温度にすると、太陽
は核融合して、熱を出しているんだという事で
す。そういう事で、何十年も前から世界中でお
金を掛けて研究していますが、プラズマという
１億度が地球上で出せません。中性子を出すそ
うですが、原発で核分裂発電をしていますが、
あれほど危ない物は出ないそうです。
先日のニュースで見ましたが、画期的な研究

が進められているそうです。量子水素エネルギ
ー、常温核融合だそうです。１２人でやってい
る会社だそうです。水素は海にもありますが、
水素をある金属にあてると、熱が出るそうです。
どうあてるかと言うと、水素をあてて、熱を加
えるそうです。そうすると燃料が切れるまで数
百度の熱がずっと出ると。千度以下なので、コ
ントロールする事出来、放射能も何もでないそ
うです。これを量子水素エネルギーと呼び、投
入した量の１万倍熱が出るという事です。来年
辺りには実験炉で１Ｋワットくらい出来るそう
です。
少しの燃料で１万倍になり、９００度くらい

の熱が続く事は実証済みだそうです。核もＣＯ
２も出ない。もし日本で常温核融合発電が確率
すると、石油も何もいらなくなります。この研
究については日本が一番進んでいるそうです。
ただ、使う金属をナノ加工して水素あてると。
日本にはこの技術があるそうです。画期的なも
のではないかという事で、大会社がバックアッ
プしているそうです。三浦工業株式会社が研究
しているそうですが理屈的には１００万Ｋワッ
トつくれて、千度くらいなので、コントロール
出来、燃料を抜けば、無くなるという事で、核
分裂のように暴走する事がなく、すごいのでは

ないかと。これが出来るとエネルギーは海から
取れる水素を使えば、１万倍になると。これが
出来ると、世界のエネルギーが変わるという事
です。
夢のある話かと思います。量子水素エネルギ

ーについては、理屈があまりまだ分からないそ
うです。核融合しているのではないかという事
ですが、実際に熱が出るそうです。
東大の文学部卒の人が、３.１１の東日本大震

災の時に福島の原発事故などがあり、危ないと
考え、当時は学習塾の先生だったのですが、自
分でエンジニアを集めて研究して、会社を作っ
たそうです。企画力があって、出来たようです。
以前太陽を地上に作る話をしましたが、難しい
そうです。こちらの研究の方が有力かもしれな
いと思っています。
【幹事報告】 髙田 富康

１．地区事務所より
①ＰＥＴＳに向けて３年間の
目標フォーマット記入のお
願い

②地区研修協議会の案内
２．米山記念奨学会よりハイラ

イトよねやま
３月１０日に本庄文化会館

で、蘇れ２５７０プロジェクト委員会の事業と
して、ロータリー希望の風奨学金チャリティー
講演会がありました。講師は埼玉県警で２０年
勤務し、今はテレビで活躍している人ですが、
３００人くらい集まりました。また、この委員
会の最後の事業として、ノスタルジックカーフ
ェスタが開催されます。

山田 利明会長
１０年前くらいに自然エネルギーを使っての

家づくりについて考えた時の資料があります。
自然に生きる事が大切で、それでは我々はどん
な所に住んでいるかという事です。地球の半径
は 6,500 キロ、空気は,大体標高 5,000 メートル
くらい。半径 6,500キロ分の５キロなので、1,300
分の１になると。1,300 センチ分の１。半径が



１３メートルとすると、１センチ、半径１３メ
ートルの円の内の１センチに我々は住んでいま
す。奇跡だと思った方がいいと。地球は宇宙の
中でほんのゴミほどの大きさなので、昔は神秘、
神と例えた。自然と共に生きる術を身につけよ
うというのが、その時の私の話です。
太陽がもし３０センチとすると、３０メート

ルの先に地球は３ミリの大きさになります。そ
こに皆さんは住んでいて、太陽の恩恵を受けて
います。太陽は当たり前に上っているようです
が、偶然です。そこに植物もあり、空気もあり、
ベールのような空気の中に我々は住んでいます
ので、自然を大事にして、ＣＯ２を出さないよ
うにしないと災害が起きて、海が荒れて、人類
が滅ぶような事が起きます。
我々が住むのも自然の法則を利用しようとい

う事で、建築的に自然のものを利用して、エネ
ルギーを使わないようにしようといのが趣旨に
なっています。
家の向きですが、昔の人は利口で、平面的に

見ると南向きに家を建てます。真南ではなく、
ちょっとずらします。そうすると、冬の日の出
は３０度ずれるので、一番家に取り入れやすく
なります。日の入りは、１２０度しか当たりま
せん。ちょっと西向きにひねると、家は暖かく
という事になります。夏至は約３０度後ろから
出て、２４０度までいくと、暑くて仕方ないの
で、なるべく壁に当たらないようにすると。冬
は日が多く当たるように西向きに家を建てる方
がいいと。今は土地の関係でいろいろな向きに
家を建てていますが、損だと思います。そうい
う住宅を作ると、エネルギーを使うので、ＣＯ
２を排出する事になります。
なぜ昔の人は家にひさしを出したかと言うと、

夏至の角度は８１度。ひさしを出しておくと、
壁に日が当たりません。暑くなりません。冬は
下から３０度の所に日が当たるので、高さの２
倍奥に入ります。ひさしを９０センチ出すと、
夏至の時に下の壁に日が当たりません。今の住
宅は、３０センチとか短いので、壁に日が当た
ります。そうすると壁が熱くなって、人工的な
エネルギーを使う事になります。断熱材等いれ
ますが、昔の人の方が利口だと思います。ひさ
しを出して日よけをしたと。
屋根を麦わらとか茅などにすると、痛みます

が、本当にすごい断熱材で、冬暖かく、夏涼し
いです。昔の家は真夏に家の中に入っても涼し
かったと思います。今の家は暑いので、サッシ
を二重三重に、断熱材を入れるという事になり
ますが、作り方を考えると、コストはあまり掛
かりません。もともと自然エネルギーを使うよ
うに昔の家は出来ていましたが、今の家は人工
的なものを使うように作っているので、結局二
酸化炭素を出すという理屈になっています。
敷地の現状を良く知る。快適に過ごすにはと

いうこと。隣近所に家があって、その陰になっ
たりしないような作り方をした方が良いと。周
り中に家があったら、２階の屋根の方から光を
取ってとか考えると、住みやすくなります。家
の五感は視覚、聴覚、臭覚、触覚、味覚。これ
が全部人間に良いように作ると快適な家になる

と。今はビニールの壁で囲っていますが、ビニ
ール袋の中に入るという事を考えると、死んで
しまいます。
さっきの核融合とか自然に近い形で出来てく

るといいなと。人工的に作ったものは永久的に
続きません。石炭とか石油も地球が昔作った物
を掘り出して、地球を食っている事になります。
水素は燃やすと水になるので、海に帰って水に
なって、また電気で分ければ、また水素が出来
るという循環型になります。これから水素で核
融合発電したり、車は水素で動かすという事が
主流になってくると思います。そうなれば、地
球の気候も安定して、将来も永久的に続き、生
活が出来ると。
手っ取り早いので、人工的な物を使う方向に

向かいます。それを止めてもらって、自然エネ
ルギーを使ったり、自然に親しんたりすれば良
いかなと。近所の人と話をした方が人生はおも
しろいです。今の住宅は孤立するように作るの
で、ノイローゼになります。人間は人と付き合
いながら暮らしていかないと、おかしくなると
思います。
私が子ども頃は子ども部屋はなく、家族一緒

にいました。次の時代は２階に子ども部屋を作
って、孤立させたら変な子が出てきたと。今の
住宅は真ん中に大きなリビングを作って、集ま
るというようになっていますので、元に戻って
きている。そしてプライバシーも保てるという
良い所を取っています。
地球は丸く、子丑寅・・・と方位があります。

ずっと昔から出来ています。たとえば、丑寅の
方角は表鬼門ですが、そこは北風が来る方向な
ので、ドアは作らない方がいいと。水場を作る
と凍るという事があり、昔の人は自然の事を考
えて、いろんな事をやっていたと。
今の人は科学的にひねくろうとしても、宇宙

からすれば、人間の存在は小さく、ホコリくら
いです。あまり考えずに、自然と一緒に生きる
という事を考えていった方が良いのではないか
と思います。最近はまた自然に戻って、なるべ
くエネルギーを使わない、ソーラーで電気を発
電するという事で、そうすればＣＯ２が出ない
ようにしています。
将来に夢がある物語は、自然をいかに使って、

自然に戻ろうという事だと思います。
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